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【前期比】

一般管理費の増加等により減益

 売上高：69億円(2.9％)増加

 売上総利益：1億円(0.5％)増加

 営業利益：7億円(6.3％)減少

 経常利益：11億円(7.9％)減少

 親会社株主に帰属する当期純利益：12億円(10.2％)減少

【予想比】

土木事業の売上総利益率の改善等により、各利益とも業績予想を上回る

 売上高：4億円(0.2％)増加

 売上総利益：13億円(4.2％)増加

 営業利益：15億円(15.0％)増加

 経常利益：17億円(15.3％)増加

 親会社株主に帰属する当期純利益：12億円(12.6％)増加

バイオマス発電事業を営む連結子会社

石狩バイオエナジー：2023年3月営業運転開始
平田バイオエナジー：1号機が2022年5月、2号機が2023年4月営業運転開始
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【前期比】

• 資産の部

 「受取手形･完成工事未収入金等」の減少、「現金預金」「有価証券」の増
加

売上債権の回収や投資有価証券の売却等

 「有形固定資産」の増加
石狩バイオエナジー、平田バイオエナジーの発電施設の完成･引渡し等

 「投資有価証券」の減少

上場株式14銘柄の売却等

• 負債の部

 「短期借入金」の増加
長期借入金からの振替え

 「ノンリコース借入金」の増加
石狩バイオエナジー、平田バイオエナジーの追加借入

• 純資産の部

 「利益剰余金」の増加
当期純利益の計上

 「自己株式」の減少
自己株式の消却(100万株)

 自己資本比率：50.0％（0.2ポイントダウン）
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【前期比】

 土木：39億円(4.3％)増加

 建築：27億円(2.0％)増加

 建設事業計：67億円(2.9％)増加

 合計：69億円(2.9％)増加

近年は繰越工事残高が高水準で推移しており、売上高が増加傾向
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【前期比】

 土木：1億円(0.9％)減少(0.9ポイントダウン)

完成工事高が増加したが、前期に大幅に損益が改善した工事が

複数あった反動等により利益率が低下し減益

 建築：3億円(3.4％)増加(0.1ポイントアップ)

資機材価格の高騰等により受注時採算が引き続き低いことや、

赤字工事の発生があったものの、手持工事の損益が全般的に

改善していること等により利益率は同水準となり、

完成工事高の増加に伴い増益

 建設事業計：2億円(0.8％)増加(0.3ポイントダウン)

 合計：1億円(0.5％)増加(13.1％→12.8％、0.3ポイントダウン)

 工事損失引当金

土木 ⇒  0.2億円減少(6.3億円 ⇒  6.1億円)

工事完成によるもの ▲2.9億円

引当不足によるもの ＋2.7億円

建築 ⇒ 6.1億円増加(3.3億円 ⇒ 9.5億円)

工事完成によるもの ▲2.3億円

引当不足によるもの ＋8.4億円
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※兼業事業の名称変更に伴い、従来「その他」としていた事業区分を

「新事業」及び「その他」に区分しています。

 「新事業」：奥村組のPFI事業マネジメント業務等

石狩バイオエナジー（連結子会社）のバイオマス発電事業

平田バイオエナジー（連結子会社）のバイオマス発電事業

 「その他」：奥村組のコンサル事業等

奥村機械製作（連結子会社）の建設資機材等の製造及び販売事業

【前期比】

＜売上高＞

 不動産事業計：0.3億円(0.7％)増加

 新事業：32億円(－％)増加
石狩バイオエナジー、平田バイオエナジーの営業運転開始

 その他：30億円(39.4％)減少
前期に大型案件の売上計上があった反動等

 投資開発事業等合計：2億円(1.9％)増加

＜売上総利益＞

 不動産事業計：0.4億円(1.4％)増加

 新事業：0.5億円(－％)増加(売上総利益0.4億円)

 その他：1億円(16.2％)減少

 投資開発事業等合計：0.5億円(1.3％)減少
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【前期比】

 一般管理費総額：9億円増加

 人件費：前期並みの102億円

 その他：9億円増加

調査研究費、ICT関連費用及びコロナ禍の反動による出張旅費の増加等
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【前期比】

 営業外収益

為替差益の減少等により減少

 営業外費用

連結子会社である石狩バイオエナジーのプロジェクトファイナンスに

伴う支払利息の増加等により増加

 特別利益

上場株式13銘柄の売却により、投資有価証券売却益30億円を計上した

ものの、前期から減少

 特別損失

固定資産除却損の増加等により増加
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【前期比】

 営業利益：7億円(6.3％)減少

 経常利益：11億円(7.9％)減少

 親会社株主に帰属する当期純利益：12億円(10.2％)減少

 ＲＯＥ：6.6％（0.9ポイントダウン）
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 年間配当額：223円を予定

※2023年2月に公表した年間配当予想200円から23円増配

 連結配当性向：72.9％
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 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益の計上、売上債権の減少等により179億円の

増加

 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出により減少したものの、投資有価証券の

売却による収入等により7億円の増加

 財務活動によるキャッシュ・フロー

ノンリコース借入により増加したものの、配当金の支払い等により

15億円の減少
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【2023/3期比】

＜売上高＞

 土木：57億円(5.9％)増加

 建築：226億円(16.2％)増加

 建設事業計：283億円(12.0％)増加

 投資開発事業等：73億円(57.1％)増加

 合計：356億円(14.3％)増加

＜売上総利益＞

 土木：8億円(5.2％)増加(0.1ポイントダウン)
高水準の繰越工事により増収増益となる見込み

 建築：6億円(6.1％)増加(0.7ポイントダウン)
高水準（※）の繰越工事により増収増益となる見込み

※2010年3月期に工事進行基準を適用して以来最大

 建設事業計：15億円(5.6％)増加(0.6ポイントダウン)

 投資開発事業等：9億円(22.3％)増加(7.3ポイントダウン)
石狩バイオエナジー、平田バイオエナジーの営業運転により増収増益

となる見込み

 合計：24億円(7.8％)増加(0.7ポイントダウン)

＜一般管理費＞

 6億円(3.2％)増加

研究開発費及びICT関連費用の増加等
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【2023/3期比】

 経常利益：14億円(11.6％)増加

 特別損益に投資有価証券の売却益30億円を計上する見込み

 親会社株主に帰属する当期純利益：6億円(5.7％)増加
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 上場株式の銘柄数：2022/3期から11銘柄減少した38銘柄

 連結純資産に占める割合：2022/3期から3.8ポイントダウンの24.1％
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 年間配当額予定：225円 ※2023/3期から2円増配

 連結配当性向：70.1％
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【前期比】

＜受注高＞

 土木：90億円(9.4％)減少

 建築：652億円(51.5％)増加
大型工事の受注等により大幅に増加

 合計：562億円(25.1％)増加

＜繰越工事高＞

 土木：1,910億円(2010/3期の進行基準全面適用以降で3番目)

 建築：2,070億円( 〃 で最高値)

 合計：3,981億円( 〃 で最高値)

【2023/3期比】

＜受注高＞

 土木：21億円(2.4％)増加

 建築：420億円(21.9％)減少
繰越工事が増加していることから、施工体制等を勘案し減少見込み

 合計：399億円(14.3％)減少
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